
1　 

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
大
乗
五
蘊
論
聞
書
』（
二
）

箕
　
浦
　
暁
　
雄

一
　
は 

じ 

め 
に

　
本
稿
は
、
大
谷
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
大
乗
五
蘊
論
聞
書
』
の
翻
刻
で
あ
り
、「
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
大
乗
五
蘊
論
聞
書
』

（
一
）」（『
大
谷
学
報
』
第
九
十
五
号
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
）
の
続
篇
で
あ
る
。
こ
こ
に
翻
刻
し
た
の
は
、
第
一
に
『
大
乗
五
蘊
論
』
と
い

う
論
書
の
タ
イ
ト
ル
の
解
釈
、
第
二
に
「
五
蘊
」
と
い
う
と
き
の
蘊
（skandha

）
の
意
味
、
第
三
に
『
大
乗
五
蘊
論
』
冒
頭
に
置
か
れ

る
「
世
親
菩
薩
造
」「
唐
三
蔵
法
師
」「
如
薄
伽
梵
」
の
文
言
に
つ
い
て
講
ず
る
箇
所
で
あ
る
。

二
　『
大
乗
五
蘊
論
聞
書
』
翻
刻
（
十
五
丁
左
四
行
目—

二
十
五
丁
左
四
行
目
）

　
　
　
凡
例

　•
 

本
書
に
は
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
内
題
が
記
さ
れ
て
い
る
頁
（
一
丁
左
）
か
ら
順
に
丁
数
を
付
し
、
翻
刻
文
中
﹇
　
﹈
内
に

記
し
た
。
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　•
 

旧
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
に
留
め
た
。
ま
た
、
敢
え
て
表
記
の
統
一
を
は
か
ら
な
い
。

　•
 

口
述
筆
記
と
い
う
性
質
上
、
当
て
字
、
略
字
、
合
字
な
ど
が
多
々
使
用
さ
れ
て
い
る
。
断
り
な
く
適
宜
改
め
た
。

　•
 

断
り
な
く
適
宜
現
行
の
漢
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

　•
 

読
者
の
便
宜
を
は
か
り
、
翻
刻
者
が
適
宜
句
読
点
や
中
黒
を
補
う
。

　•
 

仏
典
名
に
『
　
』
を
付
す
な
ど
、
翻
刻
文
中
の
一
切
の
括
弧
の
類
い
は
翻
刻
者
に
よ
る
補
い
で
あ
る
。
ま
た
、
翻
刻
文
中
の
註
記

も
す
べ
て
翻
刻
者
に
よ
る
。

　•
 

明
ら
か
に
表
記
の
誤
り
だ
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
、
表
記
を
改
め
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
当
該
箇
所
の
右
横
に
註
記
し

た
。

　•
 

破
損
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
箇
所
に
は
、
お
お
よ
そ
の
字
数
に
相
当
す
る
□
を
記
し
た
。

﹇
十
五
丁
左
四
行
目
﹈

△
『
大
乗
五
蘊
論
』
等
五
門
分
別
ノ
中
第
四
ニ
解
論
題
号
此
中
ニ
初
正
解
題
目
此
ハ
『
大
乗
五
蘊
論
』
ノ
五
字
ノ
題
号
ヲ
解
釈
イ
タ
ス

ナ
）
1
（

リ
。
此
中
初
ニ
直
解
后
通
㆑

妨
、
先
直
ニ
解
ス
ル
ニ
、
又
二
初
ニ
教
釈
后
ニ
合
解
此
教
釈
合
解
ト
云
ハ
『
対
法
疏
』
一
十
五
左
『
大
乗

阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
ト
云
題
目
ヲ
ハ
初
ニ
廣
ク
教
釈
シ
后
ニ
略
シ
テ
合
解
ス
ル
ト
云
二
ヲ
以
テ
解
シ
テ
ア
ル
。
教
釈
ト
云
ハ
教
ト
離
教

義
ヲ
五
字
ツ
ヽ
イ
テ
ア
ル
ヲ
一
ツ
ツ
ヽ
離
シ
テ
解
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
教
釈
ト
云
此
カ

﹇
十
六
丁
右
﹈

常
ニ
申
ス
離
釈
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
又
合
釈
ト
云
ハ
常
ニ
六
合
釈
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
先
初
ニ
五
字
題
号
ヲ
離
教
シ
テ
解
釈
ス
ル
ニ
「
大
乗
」
ノ

二
字
ハ
慈
恩
一
家
ニ
於
テ
ハ
无
性
『
乗
）
2
（
論
』
ノ
二
釈
ニ
ヨ
ル
。
彼
論
一
巻
初
左
「
亦
乗
亦
大
故
名
㆓

大
）
3
（
乗
㆒

」
ト
云
此
カ
一
釈
テ
則
持
業
釈
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ノ
義
ニ
、
或
「
乗
㆓

大
小（
性
）㆒

故
名
㆓

大
乗
㆒

」
此
ハ
第
二
釈
テ
、
此
ヲ
解
ス
ル
ニ
惣（
総
）シ
テ
二
解
カ
別
レ
ル
。
則
有
財
ト
依
主
ノ
二
解
ナ
）
4
（
リ
。

爾
レ
ハ
大
乗
ノ
名
ニ
二
尺
三
解
有
ナ
リ
。
先
初
ノ
「
亦
大
亦
乗
故
大
乗
」
ト
ハ
持
業
）
5
（
釈
ノ
義
テ
、
此
ハ
菩
薩
ノ
六
度
万
行
ノ
コ
ト
ヲ
大

乗
ト
名
ク
。
乗
ト
云
ハ
運
載
ノ
義
テ
、
行
者
ヲ
ハ
不
分
乗
菩
薩
涅
槃
ノ
彼
岸
ニ
至
ル
ノ
義
「
亦
大
」
ト
云
ハ
二
乗
小
乗
ニ
コ
ト
ナ
リ
テ

廣
大
无
辺
万
界
ノ
有
情
ヲ
利
益

﹇
十
六
丁
左
﹈

シ
テ
自
利
ハ
他
ノ
ア
マ
子
キ
処
ロ
ヲ
「
大
」
ト
云
コ
レ
六
度
万
行
ハ
衆
生
ヲ
ノ
セ
ハ
コ
フ
乗
ノ
義
モ
ア
リ
。
又
廣
大
ノ
義
モ
ア
リ
。
六

度
万
行
ノ
体
ニ
亦
ハ
廣
亦
大
ノ
両
用
ヲ
持
シ
テ
居
ル
故
「
亦
大
亦
乗
」
ノ
一
体
両
用
ノ
持
業
釈
ノ
義
ナ
リ
。
サ
テ
次
ニ
「
或
乗
大
聖（
性
）故

名
大
乗
」
）
6
（

ト
云
ハ
后
ノ
釈
テ
此
ニ
二
解
分
ル
ヽ
中
先
ツ
有
財
釈
ヲ
以
テ
解
ス
ル
寸
ハ
「
大
乗
」
ト
云
カ
大
ハ
真
如
ノ
コ
ト
真
如
ハ
諸
法

ノ
性
体
ナ
レ
ハ
大
性
ト
名
ル
。
ソ
コ
テ
「
大
」
ト
云
カ
真
如
ノ
コ
ト
六
度
万
行
ハ
此
真
如
の
大
性
ニ
乗
ス
ル
故
、
行
ツ
キ
ヒ
タ
処
ロ
カ

涅
槃
ヲ
証
ル
ナ
リ
。
此
ト
キ
ハ
六
度
万
行
ハ
能
乗
ナ
リ
。
大
性
タ
ル
真
如
ハ
所
乗
ナ
リ
。
ソ
コ
テ
此
大
乗
ノ
乗
ノ
字
ハ
能
乗
所
乗
ノ
中

テ
ハ
所
乗
ノ
真
如
ノ
コ
ト
、
ソ
コ
テ
大
モ
真
如

﹇
十
七
丁
右
﹈

ノ
名
ト
ナ
リ
乗
モ
所
乗
テ
真
如
ノ
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
夫
ヲ
他
ノ
六
度
万
行
ノ
名
ニ
ス
ル
故
、
有
財
釈
ニ
ナ
ル
ノ
ナ
リ
。
モ
ト
ノ
名
ハ
真
如

ノ
名
ナ
レ
ト
モ
夫
ヲ
六
度
万
行
ノ
名
ニ
シ
テ
大
乗
ト
名
ル
。
ソ
コ
テ
「
作
法
」
ト
云
ヘ
ハ
此
六
度
万
行
ハ
真
如
ノ
大
性
ヲ
以
テ
所
乗
ト

ス
ル
カ
故
ニ
、
此
万
行
ヲ
大
乗
ト
名
ル
。
扨
次
ニ
依
主
尺（
釈
）ノ
解
テ
ハ
大
ハ
真
如
ノ
コ
ト
乗
ハ
万
行
ノ
名
ト
ナ
ル
。
此
ト
キ
ハ
乗
カ
能
乗

ノ
名
ナ
リ
。
ソ
コ
テ
此
六
度
万
行
ハ
小
乗
ト
ハ
違
テ
人
法
二
空
ノ
真
如
ノ
大
性
ニ
乗
ス
ル
故
大
性
カ
乗
ノ
依
主
釈
ノ
義
ナ
リ
。
如
是
解

ス
ル
コ
ト
ハ
『
義
林
章
』「
諸
乗
章
（
義
林
）」

一
末
廿
五
右
ニ
ミ
ヘ
テ
ア
）
7
（

ル
。
此
中
有
財
ノ
解
ハ
慈
恩
自
ラ
エ
ラ
ヒ
捨
テ
ア
ル
。
ナ
セ
ナ
レ
ハ
此

有
財
ノ
解
ノ
ト
キ
ハ
乗
ヲ
所
乗
ト
ス
ル
真
如
ハ
无
為
常
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﹇
十
七
丁
左
﹈

住
ナ
モ
ノ
テ
運
載
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ハ
ナ
キ
ユ
ヘ
乗
ヲ
真
如
ノ
名
ト
ス
ル
ハ
親
シ
カ
ラ
ヌ
故
、
乗
ヲ
能
乗
ト
シ
テ
万
行
ノ
方
ニ
属
ス
ル
依
主

ノ
義
カ
勝
ル
ヽ
ト
申
シ
テ
有
ナ
リ
。
次
ニ
五
蘊）8
（

ト
ハ
、
五
ハ
数
ノ
名
、
蘊
ニ
ハ
四
義
ア
リ
テ
、
一
ニ
「
積
聚
ノ
義
」、
二
「
分
際
ノ
義
」、

此
ハ
『
中
弁
論
』
中
七
右
及
『
俱
舎
〔
論
〕』
第
一
巻
ニ
ハ
第
三
義
ニ
ナ
リ
テ
ア
ル
。
三
「
俱
相
應
大
」
ノ
義
、
此
ハ
『
対
法
疏
論
』
二

十
六
右
。
四
ニ
「
荷
㆓

負
重
擔
㆒

」
ノ
義
、
此
ハ
『
対
法
論
』
第
三
義
、『
俱
舎
〔
論
〕』
テ
ハ
第
二
義
ニ
ナ
リ
テ
ア
ル
。
ト
キ
ニ
此
第
四
義

ノ
中
今
論
ハ
下
モ
ニ
第
一
義
ヲ
奉
ル
ユ
ヘ
第
一
義
ヲ
以
テ
解
ス
ヘ
シ
。
下
ノ
文
第
八
左
ノ
文
ニ
「
以
積
聚
義
説
」
等）9
（

ト
此
義
ハ
『
瑜
伽
』

五
十
三
巻
十
六
右
『
顕
揚
論
』
五
五
）
₁₀
（
左
カ
ラ
初
リ
タ
義
テ
、
夫
ヲ
委
ク
ス
ル

﹇
十
八
丁
右
﹈

コ
ト
ハ
『
瑜
伽
』
五
十
六
二
八
左
ニ
四
義
ヲ
以
テ
釈
テ
ア
ル
。
一
ニ
「
所
称（
召
）体

義
」
）
₁₁
（

此
ヘ
ハ
目
ト
ヨ
ヘ
ハ
目
ノ
体
、
耳
ト
呼
ハ
其
体
ノ
体
、

カ
ス
〳
〵
ノ
モ
ノ
カ
ラ
ノ
有
ノ
ヲ
ハ
、
夫
ヲ
指
テ
積
聚
ト
名
ク
。
目
耳
等
ト
ヨ
ハ
レ
ル
モ
ノ
カ
ラ
ノ
イ
ク
ツ
モ
ア
ツ
マ
リ
タ
ノ
ナ
レ
ハ

此
積
聚
ノ
義
ナ
リ
。
此
ヲ
『
顕
揚
』
十
四
四
左
ニ
ハ
四
義
ヲ
挙
ル
中
第
一
ニ
「
多
数
ノ
義
」
ト
云
テ
ア
ル
。
又
『
中
弁
論
』
中
巻
七
右
ニ

三
義
ノ
中
ノ
第
一
ニ
「
非
一
ノ
義
」
）
₁₂
（

ト
云
テ
ア
ル
。
色
蘊
ナ
レ
ハ
過
現
未
ノ
三
世
ノ
三
世
ノ
色
或
ハ
十
一
ノ
色
各
々
別
々
ナ
ル
モ
ノ
ヲ

集
テ
色
蘊
ト
ス
ル
故
、
其
色
蘊
ノ
中
ニ
ハ
過
現
未
ノ
色
等
多
数
ニ
シ
テ
一
ニ
非
ス
。
此
ラ
ノ
義
ヲ
モ
テ
積
聚
ノ
義
ヲ
顕
ス
。
二
ニ
「
互

ニ
和
雑
ニ
轉
ス
ル
」
義）₁₃
（

、『
顕
揚
』
ノ
第
三
義
ニ
ハ
「
共
有
轉
ノ
義
」
）
₁₄
（

ト
云
カ
是
ナ
リ
。
此
ハ
色
法

﹇
十
八
丁
左
﹈

ノ
中
テ
モ
色
香
味
解（
触
）ノ
四
カ
一
処
ニ
顕
レ
タ
リ
。
ソ
ノ
外
心
々
所
々
所
テ
モ
マ
セ
コ
セ
ニ
顕
レ
テ
ク
ル
故
、
此
ヲ
「
積
聚
ノ
義
」
ト
云
。

三
ニ
「
一
類
惣（
総
）略

ノ
義
」『
顕
揚
』
ノ
第
二
義
ニ
「
惣（
総
）略

ノ
義
」
ト
云
カ
ア
ル
。『
中
弁
論
』
ノ
第
二
義
モ
同
ナ
）
₁₅
（

リ
。
此
ハ
色
蘊
ノ
中
テ

モ
「
過
現
未
麁
細
遠
近
」
等
ノ
差
別
ア
レ
ト
モ
ミ
ナ
ト
モ
ニ
色
〔
ニ
〕
シ
テ
類
ナ
ル
故
、
一
ニ
ア
ツ
メ
テ
色
蘊
ト
ス
ル
。
四
「
増
益
損



5　（箕浦）

減
ノ
義
」『
顕
〔
揚
〕
論
』
モ
全
ク
同
ナ
リ
。
此
ハ
集
シ
メ
者
ハ
フ
ヘ
ル
コ
ト
モ
ア
リ
ヘ
ル
コ
ト
モ
ア
リ
。
寄
合
モ
ノ
テ
无
ノ
ハ
マ
シ
マ

セ
ス
、
ヘ
リ
モ
セ
ヌ
ケ
レ
ト
モ
、
今
ハ
集
リ
モ
ノ
ユ
ヘ
、
マ
シ
タ
リ
ヘ
リ
タ
リ
ス
ル
ト
云
コ
ト
テ
積
聚
ノ
義
シ
ヤ
ト
申
ス
コ
ト
心
々
所

起
ル
コ
ト
モ
ア
リ
ソ
レ
ナ
リ
。
此
四
義
ヲ
カ
ケ
テ
ミ
ル
ト
キ
ハ
蘊
積
聚
ノ
義
明
カ
シ
、
次
ニ
論
ト
云
一
釈
ア
テ
、
先
『
俱
舎
』
一
二
右
ニ

「
学
徒
ヲ
誡
」
）
₁₆
（

等
、

﹇
十
九
丁
右
﹈

此
ハ
学
フ
者
ヲ
シ
テ
ツ
ト
メ
ハ
ケ
マ
シ
テ
此
ハ
コ
ウ
シ
ヤ
夫
ハ
ソ
フ
テ
无
ト
識
ム
ル
教
故
、
論
ト
称
ス
ル
ト
云
コ
ト
、
又
最
勝
子
『
瑜

伽
釈
』
八
右
「
諸
法
ノ
性
相
ヲ
問
答
シ
決
択
ス
ル
故
名
テ
為
㆑

論
」
）
₁₇
（

ト
一
切
諸
法
ノ
有
為
法
ハ
ト
ウ
レ
ヤ
フ
レ
ハ
此
道
理
ト
問
答
決
択
シ

テ
諸
法
ノ
性
相
ヲ
顕
ス
故
、
論
ト
名
ル
ト
云
コ
ト
、
則
コ
ノ
論
ニ
「
如
何
色
蘊
」
等
ト
「
如
何
〳
〵
」
ト
云
ヲ
一
々
ニ
問
答
シ
玉
フ
故
、

ソ
コ
テ
論
ト
名
ル
。
此
ニ
釈
ヲ
『
対
法
疏
』
一
二
十
二
右
ニ
ハ
一
処
ニ
シ
テ
「
以
㆓

法
義
㆒

以
㆓

教
授
誡
勗
㆒

釈
㆓

論
）
₁₈
（

名
㆒

」
ト
ア
ル
。
サ
テ
此

ニ
釈
『
枢
要
』
上
本
十
左
ニ
「『
俱
舎
』
ハ
「
依
㆑

悲
衆
生
ヲ
利
カ
故
ニ
」『
瑜
伽
』「
依
㆑

智
」
ト
問
答
シ
テ
諸
法
ヲ
決
択
ス
ル
故
、
二
カ

リ
二
タ
分
ケ
ニ
シ
テ
ア
ル
。
又
『
対
法
疏
』
一
廿
二
左
ニ
ハ
「『
瑜
伽
釈
』
は
依
㆑

法
諸
法
ノ
性
相
ヲ
問
答
シ
決
択

﹇
十
九
丁
左
﹈

ス
ル
此
法
ニ
ヨ
リ
テ
論
ノ
名
ヲ
立
ル
ノ
ナ
リ
。
又
『
俱
舎
』
ノ
「
学
徒
ノ
人
ヲ
教
誡
ス
ル
ヲ
論
ト
名
ク
」
故
、
此
ハ
人
ニ
依
テ
名
ヲ
立

ル
故
、
コ
レ
人
法
ヲ
以
テ
分
ル
ノ
ナ
）
₁₉
（
リ
。
各
一
義
ニ
ヨ
リ
テ
心
ロ
相
違
ナ
シ
。
上
来
三
釈
オ
ハ
リ
テ
此
ヲ
合
尺（
釈
）ス
ル
ニ
先
五
蘊
ヲ
明
ス

論
ナ
ル
故
ニ
『
五
蘊
論
』
ト
名
ル
。
ソ
レ
ニ
大
乗
ノ
二
字
ヲ
不
分
ル
ト
世
親
『
摂
〔
大
乗
〕
論
〔
釈
〕』
一
六
右
『
大
乗
阿
毘
達
磨
』
ノ

大
乗
ヲ
釈
シ
テ
「
声
聞
ノ
阿
毘
達
磨
ヲ
エ（
簡
）ラ
ハ
ン
カ
為
ニ
、
又
大
乗
ヲ
舉
ル
」
）
₂₀
（

ト
云
テ
ア
ル
。
此
ニ
準
シ
テ
ミ
レ
ハ
今
ハ
小
乗
ノ
五
蘊

ニ
簡
ン
ト
シ
テ
実
ニ
大
乗
ノ
二
字
ヲ
奉
タ
モ
ノ
ナ
リ
。
爾
レ
ハ
論
ニ
明
ス
処
ロ
ノ
色
受
想
行
識
ノ
名
目
ハ
同
シ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
小
乗
ノ

五
蘊
ノ
義
テ
ハ
ナ
イ
大
乗
ノ
五
蘊
ノ
義
シ
ヤ
ト
簡
ヒ
玉
フ
。
爾
ラ
ハ
小
乗
ト
大



（箕浦）　6

﹇
二
十
丁
右
﹈

乗
ト
ノ
五
蘊
如
何
遠
ク
ト
云
ニ
第
四
ノ
行
蘊
ニ
至
テ
小
乗
ニ
於
テ
ハ
十
四
不
相
應
行
ノ
実
徳
ア
リ
ト
立
ル
。
今
大
乗
ハ
識
心
々
所
ノ
名

ト
云
ニ
假
立
シ
タ
モ
ノ
ト
ミ
ヘ
ル
。
サ
テ
次
ノ
第
五
ノ
識
蘊
ニ
至
リ
テ
ハ
小
乗
テ
ハ
タ
ヽ
六
識
ト
立
テ
ヽ
七
ト
ノ
二
識
ヲ
立
ヌ
。
爾
ル

ニ
大
乗
今
此
論
テ
ハ
第
〔
七
〕
末
那
識
、
第
八
阿
頼
耶
識
ヲ
明
シ
、
心
意
識
ノ
三
ヲ
分
レ
テ
建
立
ス
ル
。
爾
レ
ハ
「
小
乗
ノ
五
蘊
論
」

テ
ハ
ナ
イ
「
大
乗
ノ
五
蘊
論
」
シ
ヤ
ト
簡
フ
義
ナ
リ
。
爾
レ
ハ
五
蘊
カ
論
ノ
依
主
釈
、
又
大
乗
カ
五
蘊
論
ノ
依
主
釈
、
両
重
ノ
依
主
釈

カ
カ
ヽ
ル
ノ
ナ
リ
。
此
テ
題
号
ヲ
直
解
イ
タ
ス
コ
ト
オ
ハ
リ
、
次
ニ
通
妨
ト
ハ
如
何
ナ
ル
妨
ケ
カ
ア
ル
ソ
ト
云
ニ
問
云
此
論
ノ
一
部
始

終
ヲ
ミ
ル
ニ
五
蘊
十
二
処
十
八
界
ノ
三
科
ノ
法

﹇
二
十
丁
左
﹈

門
残
ル
処
ロ
ナ
ク
説
テ
ア
ル
。
爾
レ
ハ
タ
ヽ
「
五
蘊
論
」
ト
ノ
ミ
名
ケ
ハ
処
界
ノ
二
科
ヲ
ア
マ
ス
ニ
非
ス
ヤ
。
題
ハ
一
部
ノ
惣（
総
）標

ナ
ル

ニ
何
故
ソ
タ
ヽ
「
五
蘊
論
」
ト
ノ
ミ
名
ケ
テ
処
界
ノ
二
ヲ
現
セ
サ
ル
ヤ
。
恐
ハ
摂
法
不
尽
ノ
名
ト
ナ
ル
ニ
非
ヤ
ト
云
ニ
答
テ
云
。
此
ハ

ナ
ル
ホ
ト
此
論
ノ
中
ニ
此
例
ヘ
ニ
非
ス
。
則
『
枢
要
』
上
本
十
一
左
ニ
『
成
唯
識
論
』
ト
云
立
名
ヲ
解
ス
ル
六
解
有
ル
中
ノ
第
一
解
ニ
此

論
ヲ
『
成
唯
識
論
』
ト
名
ル
ハ
初
ノ
所
名
ニ
随
テ
名
ト
ス
）
₂₁
（
ル
ト
ア
ル
ソ
ノ
初
ト
指
ハ
『
三
十
頌
』
初
ニ
「
彼
依
㆓

識
所
）
₂₂
（
変
㆒

」
ト
ア
ル
コ

レ
カ
唯
識
所
変
ヲ
明
ス
文
ナ
リ
。
今
ノ
『
枢
要
』
釈
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
『
三
十
頌
』
一
部
□
乍
ラ
ミ
ナ
唯
識
ヲ
明
ス
テ
ハ
无
レ
ト
モ
初
中
后

ノ
三
分
ノ
中
テ
初
ノ
分
ニ
唯
識
ト
云
テ
有
、
故
ソ
ノ
近
キ
処
ロ
ノ
初
ノ
所
名

﹇
二
十
一
丁
右
﹈

ニ
随
テ
名
ヲ
得
タ
ノ
シ
ヤ
ト
云
テ
ソ
ノ
例
ニ
「
如
㆓

瑜
伽
）
₂₃
（
論
㆒

」
ト
例
ヲ
挙
テ
ア
ル
。
此
釈
ハ
則
チ
最
勝
子
『
瑜
伽
釈
』
八
左
ノ
釈
ニ
ヨ
ル

ソ
ノ
文
二
「
已
ニ
如
是
ノ
五
分
ア
リ
。
何
故
ソ
タ
ヽ
瑜
伽
地
ト
名
ル
ヤ
」
）
₂₄
（

ト
問
テ
ソ
ノ
答
ヘ
ニ
初
ニ
付
テ
名
ヲ
立
ツ
故
ニ
失
ア
ル
コ
ト

ナ
シ
ト
ア
ル
。
此
文
ノ
コ
ヽ
ロ
カ
『
瑜
伽
』
百
巻
ニ
惣（
総
）シ
テ
五
分
ア
リ
。
初
五
十
巻
ヲ
一
ニ
「
本
事（
地
）分
」
ト
名
ル
。
此
中
十
七
地
ア
リ
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テ
則
チ
瑜
伽
ヲ
明
ス
。
其
瑜
伽
ト
云
カ
声
〔
聞
〕
獨
〔
覚
〕
菩
薩
三
帖（
乗
）ノ
観
経（
行
）ノ
コ
ト
ナ
リ
。
サ
テ
次
ニ
第
五
十
一
巻
目
よ
り
第
八
十

〔
巻
〕
目
迄
ノ
三
十
巻
ヲ
第
二
「
摂
決
択
分
」
ト
名
付
テ
、
上
ノ
十
七
地
ノ
中
ノ
深
遠
ノ
要
義
ヲ
所
尋
決
択
シ
玉
フ
。
サ
テ
次
ニ
第
八
十

一
・
二
ノ
両
巻
ヲ
第
三
ニ
「
正
釈
分
」
ト
名
ケ
テ
一
切
諸
法
ノ
義
則
ヲ
略
摂

﹇
二
十
一
丁
左
﹈

シ
解
釈
ス
ル
。
サ
テ
次
ニ
第
十
八
〔
第
〕
三
・
四
ノ
両
巻
ヲ
第
四
「
摂
異
門
分
」
ト
名
テ
、
諸
経
ノ
中
ニ
有
処
ロ
ノ
ア
ラ
ユ
ル
諸
法
ノ

名
義
差
別
ヲ
略
摂
ス
ル
。
次
ノ
第
十
八
十
五
ヨ
リ
終
リ
第
一
百
巻
迄
ノ
十
六
巻
ヲ
第
五
「
摂
支
分
」
ト
名
付
ケ
テ
、
経
律
論
ノ
三
蔵
ノ

モ
ロ
〳
〵
字
義
ヲ
略
摂
ス
ル
。
爾
レ
ハ
『
瑜
伽
』
百
巻
ノ
中
テ
正
ク
瑜
伽
師
地
ヲ
明
ス
ハ
五
分
ノ
中
前
ノ
「
本
地
分
」
ノ
一
分
ノ
五
十

巻
ノ
コ
ト
、
爾
ル
ニ
一
部
ノ
惣（
総
）標
タ
ル
題
号
ニ
何
ソ
タ
ヽ
一
分
ノ
五
十
巻
ノ
間
ニ
明
ス
瑜
伽
師
地
ノ
名
ヲ
與
ル
ヤ
ト
云
問
ノ
コ
ヽ
ロ
夫

ヲ
釈
シ
テ
今
「
瑜
伽
師
地
」
ト
云
ハ
近
キ
初
ノ
「
本
地
分
」
ニ
付
テ
名
ヲ
立
タ
ノ
テ
其
外
ノ
コ
ト
ヲ
明
サ
ヌ
ト
云
コ
ト
テ
ハ
无
故
ニ
、

妨
ケ
无
ト
釈
シ
テ
ア
ル
。
今
此
論
ノ
名
モ
マ
タ
〳
〵
爾
リ
。
此

﹇
二
十
二
丁
右
﹈

論
一
部
始
終
ニ
三
科
ヲ
説
テ
ソ
ノ
説
相
ノ
次
第
カ
、
初
ニ
五
蘊
ヲ
説
、
次
ニ
十
二
処
、
后
ニ
十
八
界
ノ
、
則
初
ノ
蘊
ハ
略
ナ
リ
、
次
処

ハ
中
ナ
リ
、
后
ノ
界
ハ
廣
ナ
リ
。
此
ハ
『
俱
舎
』
一
十
六
）
₂₅
（

左
顕
レ
テ
ア
ル
。
此
略
中
廣
ヲ
大
乗
ニ
モ
用
ル
コ
ト
故
、『
三
科
章
』
ノ
十
）
₂₆
（

右
ニ

列
テ
ア
ル
。
又
『
対
法
疏
』
一
五
十
七
右
ニ
三
科
ノ
法
門
ノ
事
ヲ
略
ト
中
ト
廣
ト
ニ
依
テ
諸
法
ヲ
弁
釈
ス
ル
ト
ア
ル
。
爾
レ
ハ
蘊
処
略
ヲ

説
ト
キ
ハ
是
非
ト
モ
略
中
廣
ト
次
第
ナ
リ
テ
略
ノ
五
蘊
ヲ
先
ニ
説
子
ハ
ナ
ラ
子（
ヌ
）ソ
ノ
次
ニ
処
界
ヲ
説
ナ
リ
。
今
ハ
其
初
ニ
随
テ
名
ヲ
得

テ
『
五
蘊
論
』
ト
名
ル
ノ
テ
『
五
蘊
論
』
ト
名
ケ
レ
ト
モ
五
蘊
ヨ
リ
外
ノ
コ
ト
ヲ
明
ヌ
故
ニ
、『
五
蘊
論
』
ト
名
付
タ
ノ
テ
ハ
无
、
タ
ヽ

初
ノ
所
名
ニ
随
テ
名
ヲ
立
ル
故
、
名
ニ
モ
妨
ハ
ナ
イ
ナ
リ
。
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﹇
二
十
二
丁
左
﹈

△
「
世
親
菩
薩
）
₂₇
（
造
」（
一
文
字
分
空
白
）

　
ニ
造
論
ノ
人
名
世
親
菩
薩
ハ
此
論
能
造
ノ
人
名
世
親
菩
薩
ノ
名
ハ
如
常
。　
△
「
唐
三
蔵
法
師
」
等）₂₈
（

此
ハ
此
論
反（
翻
）

訳
ノ
人
名
此
論
反（
翻
）訳
ノ
コ
ト
ハ
『
開
元
録
』
ノ
上
ニ
唐
ノ
大
宗
髙（
皇
）帝
貞
寛
二
十
一
年
二
月
廿
四
日
ノ
釈（
訳
）出
ト
ア
ル
。
此
ハ
天
子
ヘ
棒
ル

ト
キ
ノ
清
書
ノ
年
号
ナ
）
₂₉
（

リ
。　
△
「
如
薄
伽
梵
」
等）₃₀
（

第
五
科
㆓

釈
本
文
㆒

此
論
ニ
ハ
序
・
正
（
正
宗
）・

流
通
ノ
三
分
ハ
ナ
イ
ナ
リ
。
三
分
ノ
有
无

ハ
其
経
其
論
ニ
ヨ
リ
テ
不
完
ナ
リ
。
此
ハ
諸
師
ノ
釈
例
ノ
コ
ト
テ
『
枢
要
』
上
本
廿
二
右
ニ
分
別
シ
テ
有
其
中
「
或
ハ
タ
ヽ
正
宗
ノ
ミ
ア

リ
テ
序
・
流
通
ナ
シ
。
如
瑜
㆓

伽
㆒

等
」
）
₃₁
（

ト
ア
ル
此
カ
此
論
ノ
例
テ
タ
ヽ
正
宗
分
ノ
ミ
ナ
リ
。
此
論
文
一
部
始
終
大
門
有
。
三
第
一
「
廣

失
㆓

五
蘊
㆒

」
第
二
「
弁
㆓

十
二
処
㆒

」
此

﹇
二
十
三
丁
右
﹈

八
九
左
已
下
第
三
「
弁
㆓

十
八
界
㆒

」
此
八
九
右
已
下
「
初
中
有
ニ
三
初
舉
㆑

数
列
㆑

名
ニ
随
㆑

列
別
釈
三
問‒

㆓

答
名
義
㆒

」
今
其
初
也
。
今
ヨ
ン

タ
二
十
八
字
カ
「
舉
数
列
名
」
ト
云
科
ナ
リ
。
初
ノ
八
字
ハ
五
蘊
ト
云
数
ヲ
、
次
ニ
一
二
ハ
已
下
ハ
五
蘊
ノ
名
ヲ
列
ヌ
ル
。
又
「
如
薄

伽
梵
」
等
ト
云
ハ
此
ハ
経
ヲ
列
テ
略
舉
ス
ル
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。「
如
薄
伽
梵
略
説
」
ト
云
経
ヲ
引
ナ
リ
。
薄
伽
梵
ト
ハ
義
ヲ
以
テ
反（
翻
）ス
レ

ハ
此
ニ
世
尊
ト
云
。
又
『
廣
五
蘊
論
』
ニ
ハ
「
佛
五
蘊
論
ヲ
説
」
ト
ア
）
₃₂
（
ル
。
唐
ノ
三
蔵
ノ
反（
翻
）訳

ニ
ハ
御
経
ニ
多
ク
一
時
薄
伽
梵
ト
ア
ル

ナ
リ
。
コ
ノ
義
ヲ
釈
ス
ル
コ
ト
『
宗
輪
論
述
記
』
十
四
右
ニ
「
薄
伽
梵
者
能
破
㆓

四
魔
㆒

」
等
ト
ア
）
₃₃
（

ル
。
此
ハ
二
義
ヲ
以
テ
薄
伽
梵
ヲ
釈
ス

ル
ノ
ナ
リ
。
此

﹇
二
十
三
丁
左
﹈

本
无
性
『
摂
論
』
一
二
右
ニ
ヨ
）
₃₄
（
ル
。
先
初
ニ
「
能
ク
破
㆓

四
魔
㆒

」
ト
云
ハ
五
蘊
魔
・
煩
悩
魔
・
死
魔
・
天
魔
、
此
カ
四
魔
ナ
リ
。
如
来
ハ

ノ
コ
ラ
ス
此
四
魔
ヲ
際
伏
シ
テ
コ
サ
ル
ユ
ヘ
薄
伽
梵
ト
名
ル
。
此
カ
一
義
、
次
具
ニ
「
抱
㆓

无
法
㆒

」
ト
云
ハ
『
佛
地
論
』
一
四
右
ニ
述

ル
コ
ト
ナ
）
₃₅
（
リ
。
一
ニ
自
在
義
、
我
々
ハ
諸
ノ
煩
悩
ニ
ク
ヽ
リ
付
ラ
レ
テ
自
由
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
爾
ル
ニ
佛
ハ
一
切
ノ
煩
悩
ニ
繫
属
セ
ラ
レ
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ヌ
故
自
由
自
在
ナ
リ
。
二
熾
盛
義
、
御
威
光
サ
カ
ン
ニ
タ
レ
モ
ハ
ム
カ
ウ
者
ナ
ヒ
。
三
ニ
端
嚴
ノ
義
、
御
威
光
ア
レ
ハ
ト
テ
鬼
ノ
ヤ
ウ

ニ
オ
ソ
ロ
シ
イ
ノ
テ
ハ
无
三
十
二
相
八
十
種
好
ヲ
ソ
ナ
ヘ
テ
ウ
ツ
ク
シ
イ
佛
ナ
リ
。
四
名
声
ノ
義
、
佛
ノ
御
名
ハ
勝
レ
テ
、
ヒ
ヤ
ウ
ハ

ン
髙
ク
誰
レ
知
ヌ
者
ハ
无
ト
云
。
五
吉
祥
ノ
義
、
方
便
ヲ
記
シ
テ

﹇
二
十
四
丁
右
﹈

有
情
ヲ
利
益
ス
ル
カ
コ
レ
夫
ホ
ト
ナ
吉
祥
ナ
コ
ト
ハ
ナ
イ
。
六
尊
皈（
貴
）ノ

義
、
貴
キ
者
ハ
佛
ケ
梵
天
ニ
モ
无
佛
ノ
御
説
ヲ
頂
キ
ニ
付
テ
礼

ス
ル
ト
云
ヤ
ウ
ナ
尊
キ
御
方
ナ
リ
。
此
六
義
ヲ
具
ス
ル
故
、
薄
伽
梵
ト
名
ル
。
若
世
尊
ト
互
ス
ル
ト
キ
ハ
タ
ヽ
第
六
ノ
一
義
ノ
ミ
ア
リ

テ
前
ノ
五
義
ヲ
欠
故
、
多
含
ナ
ル
梵
吾（
語
）ノ
マ
ヽ
ヲ
擧
テ
「
薄
伽
梵
」
ト
云
タ
ノ
ナ
リ
。
此
義
ハ
『
法
華
玄
讃
』
二
五
十
七
右
ニ
『
佛
地
論
』

ヲ
列
テ
釈
シ
テ
有
ル
ナ
）
₃₆
（
リ
。　
△
略
ト
ハ
、
此
略
ハ
影
略
ノ
義
テ
、
我
〳
〵
ノ
无
身
ノ
体
タ
ノ
シ
ナ
〳
〵
ラ
五
ニ
ヨ
セ
テ
影
略
シ
テ
五

蘊
ト
説
キ
玉
フ
。
セ
ウ
略
ノ
義
テ
ハ
ナ
イ
ナ
リ
。
ト
キ
ニ
ス
ツ
ト
五
蘊
ヲ
説
ツ
ラ
子
テ
モ
ヨ
カ
ル
ヘ
キ
ニ
、
ナ
セ
ニ
「
薄
伽
梵
」
等
ノ

言
ヲ
オ
ク
。
ソ
レ
ナ
レ
ハ
此
ハ

﹇
二
十
四
丁
左
﹈

同
作
ノ
『
百
法
論
』
ニ
モ
寂
初
ニ
「
如
世
尊
説
」
ト
ア
）
₃₇
（
ル
。
爾
レ
ハ
此
ハ
氣
ヲ
付
子
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
ナ
セ
ニ
如
是
「
如
世
尊
説
」「
如
薄
伽

梵
説
」
ト
説
玉
フ
ト
云
ニ
、
案
ス
ル
ニ
世
親
『
摂
〔
大
乗
〕
論
』
一
□
右
ニ）₃₈
（

「
若
阿
毘
達
磨
大
乗
五
蘊
ヲ
離
レ
テ
ハ
論
此
レ
聖
教
ナ
ル
コ

ト
ヲ
了
知
セ
ス
。
ソ
レ
故
阿
毘
達
磨
大
乗
経
ト
云
」
言
ヲ
オ
ク
ト
ア
ル
。
此
ニ
準
ス
ル
ニ
論
ノ
寂
初
ニ
「
如
薄
伽
梵
説
」
ト
ヨ
ヒ
カ
ケ

テ
此
レ
聖
教
ナ
ル
コ
ト
ヲ
顕
シ
外
道
ノ
説
ニ
非
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
。『
宗
輪
論
』
ノ
初
ニ
「
佛
薄
伽
梵
入
涅
槃
ノ
后
」
）
₃₉
（

ト
云
ソ
ノ
佛
薄
伽
梵

ノ
言
ヲ
釈
シ
テ
彼
『〔
異
部
宗
輪
論
〕
疏
〔
述
記
〕』
十
四
）
₄₀
（

右
ニ
「
非
㆓

諸
外
道
故〔
㆒
〕称
㆓

教
主
㆒

」
ト
ア
ル
ア
リ
。『
宗
輪
』
ノ
文
別
ニ
タ
ヽ

佛
薄
伽
梵
ノ
名
ヲ
奉
タ
ノ
テ
ハ
无
、
入
涅
槃
ト
云
コ
ト
ヲ
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﹇
二
十
五
丁
右
﹈

云
為
ニ
「
佛
薄
伽
梵
」
ト
云
テ
ア
ル
。
右
ノ
如
ク
ニ
釈
ス
ル
カ
ラ
ハ
今
モ
マ
タ
〳
〵
爾
リ
。
五
蘊
ノ
説
処
ロ
ヲ
云
ン
為
ニ
「
薄
伽
梵
」

ト
云
ノ
ナ
レ
ト
モ
其
処
ロ
ニ
自
ツ
カ
ラ
「
非
㆓

諸
外
道
㆒

故
称
㆓

経（
教
）主

㆒

」
ト
云
コ
ヽ
ロ
カ
含
テ
有
ル
ノ
ナ
リ
。
問
云
ク
。
此
論
若
瑜
伽
ノ

支
分
ナ
リ
ト
云
ハ
ヽ
「
如
㆓

瑜
伽
説
㆒

」
ト
云
タ
ケ
、
ソ
ウ
イ
モ
ノ
シ
ヤ
ノ
ニ
、
何
故
ソ
「
如
薄
伽
梵
説
」
ト
云
ヤ
。
已
ニ
「
如
薄
伽
梵

説
」
ト
云
カ
ラ
ハ
余
ノ
佛
経
ヲ
釈
ス
ル
ノ
テ
瑜
伽
ノ
支
分
ニ
ハ
非
ル
ヘ
シ
ト
申
ス
ニ
、
答
云
「
不
爾
」。
已
ニ
『
摂
大
乗
論
』
ハ
『
阿
毘

達
磨
経
』
ノ
「
摂
大
乗
品
」
ヲ
釈
シ
『
雑
集
論
』
ハ
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
（
マ
マ
）経
』
ヲ
釈
ス
ル
。
ト
モ
ニ
佛
経
ヲ
釈
シ
タ
論
ナ
レ
ト
モ
ヤ
ハ

リ
瑜
伽
ノ
支
分
ナ
リ
。
ソ
レ
ハ
如
何
ト
云
ニ
『
対
法
疏
』
一
五
十
六

﹇
二
十
五
丁
左
﹈

左
ニ
是
ハ
「
解
㆓

阿
毘
達
磨
経
釈
㆒

」
等
ト
ア
ル
。
爾
レ
ハ
佛
経
ノ
三
科
ヲ
釈
ス
ト
云
ヘ
ト
モ
『
瑜
伽
』
ノ
「
本
地
分
」
ノ
中
文
義
ヲ
集

メ
略
シ
テ
述
玉
フ
ユ
ヘ
、
ソ
コ
テ
瑜
伽
ノ
支
分
ナ
リ
。
今
モ
全
ク
ソ
レ
ト
同
ナ
リ
「
如
薄
伽
梵
略
説
五
蘊
」
ト
。

＊ 

本
研
究
は
、
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
二
〇
一
五
年
度
一
般
研
究
の
助
成
を
受
け
た
。
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
示
唆
に

富
む
助
言
を
頂
い
た
方
々
に
も
謝
意
を
表
す
る
。
未
公
表
で
あ
っ
た
研
究
成
果
の
一
部
を
こ
こ
に
提
示
す
る
次
第
で
あ
る
。

註（１
） 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
チ
ベ
ッ
ト
語
の
論
書
名
に
つ
い
て
は
、Vasubandhu ’s Pañcaskandhaka, C

ritically Edited by Li X
uezhu and Ernst 

Steinkellner w
ith a C

ontribution by Toru Tom
abechi

（B
eijing/V

ienna, ₂₀₀₈

）
の
序
文
、
な
ら
び
に
同
校
訂
本
の
書
評
（
箕
浦
暁
雄
『
仏
教

学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
八
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
、pp. ₉₈‒₉₉

）
参
照
の
こ
と
。

（
２
） 

無
性
造
『
攝
大
乘
論
釋
』（N

o. ₁₅₉₈

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻
を
指
す
。
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（
３
） 

無
性
造
『
攝
大
乘
論
釋
』（N

o. ₁₅₉₈

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₃₈₀b₅ 

参
照
の
こ
と
。
こ
の
解
釈
は
、
窺
基
撰
『
大
乘
法
苑
義
林

章
』（N

o. ₁₈₆₁

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
五
巻₂₆₅a₃‒₄ 

あ
る
い
は
眞
興
撰
『
唯
識
義
私
記
』（N

o. ₂₃₁₉

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
十

一
巻₃₅₀b₅ 

に
も
無
性
の
言
と
し
て
引
か
れ
る
。

（
４
） 
有
財
釈
（B

ahuvrīhi

所
有
複
合
語
）
と
依
主
釈
（Tatpuruṣa

格
限
定
複
合
語
）

（
５
） 
持
業
釈
（K

arm
adhāraya

同
格
限
定
複
合
語
）

（
６
） 

窺
基
撰『
大
乘
法
苑
義
林
章
』（N

o. ₁₈₆₁

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
五
巻₂₆₄c₂₆‒₂₇ 

故
無
性
言
。「
或
乘
大
性
故
名
大
乘
」。
此
唯
擧
根
本
。

（
７
） 

窺
基
撰
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』「
諸
乗
義
林
」（N

o. ₁₈₆₁

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
五
巻₂₆₅c₁₂‒₁₅ 

大
乘
通
持
業
及
依
士
。
亦
乘
亦
大
。

乘
於
大
性
是
大
之
乘
。
無
性
説
故
。
或
不
得
有
財
。
以
大
非
運
故
。
或
以
大
爲
所
乘
。
亦
有
財
釋
。

（
８
） 

蘊
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
加
藤
純
章
「
極
微
の
和
集
と
和
合—

有
部
と
経
部
の
物
質
の
捉
え
方—

」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九

七
三
年
、『
経
量
部
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
再
録
）、
箕
浦
暁
雄
「『
俱
舎
論
』
に
お
け
る
蘊
（skandha

）
の
意
味
規
定—

『
俱
舎
論
実

義
疏
』・『
俱
舎
注
疏
随
相
』
研
究
小
史—

」（『
真
宗
教
学
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
の
こ
と
。

（
９
） 

『
瑜
伽
師
地
論
』（N

o. ₁₅₇₉
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
巻₅₉₃c₂₀ 

積
聚
義
是
蘊
義
。

（
₁₀
） 

『
顯
揚
聖
教
論
』（N

o. ₁₆₀₂

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₅₄₆a₅‒₉ 

又
復
蘊
者
此
積
聚
義
是
蘊
義
。
能
善
了
知
是
積
聚
義
名
蘊
善
巧
。

此
積
聚
義
復
有
四
種
。
謂
多
種
義
。
總
略
義
。
共
有
轉
義
。
増
益
損
減
義
。
此
中
顯
示
諸
蘊
自
體
及
彼
障
斷
勝
利
是
名
蘊
善
巧
。

（
₁₁
） 

『
瑜
伽
師
地
論
』（N

o. ₁₅₇₉

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
巻₆₀₈c₁₆‒₁₉ 

如
是
等
類
應
當
分
別
諸
蘊
差
別
。
問
如
説
積
聚
義
是
蘊
義
。
何
等

名
爲
積
聚
義
耶
。
答
種
種
所
召
體
義
。
更
互
和
雜
轉
義
。
一
類
總
略
義
。
増
益
損
減
義
。
是
積
聚
義
。

（
₁₂
） 

『
辯
中
邊
論
』（N

o. ₁₆₀₀

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₄₇₀b₄‒₁₃ 

且
初
蘊
義
云
何
應
知
。
頌
曰
。

 

　
　
非
一
及
總
略
　
分
段
義
名
蘊

 

論
曰
。
應
知
蘊
義
略
有
三
種
。
一
非
一
義
。
如
契
經
言
。「
諸
所
有
色
等
。
若
過
去
若
未
來
若
現
在
若
内
若
外
若
麁
若
細
若
劣
若
勝
若
遠
若
近
」。

二
總
略
義
。
如
契
經
言
。「
如
是
一
切
略
爲
一
聚
」。
三
分
段
義
。
如
契
經
言
。「
説
名
色
蘊
等
各
別
安
立
色
等
相
故
」。
由
斯
聚
義
蘊
義
得
成
。
又

見
世
間
聚
義
名
蘊
。
已
説
蘊
義
。

（
₁₃
） 

前
註
₁₁
『
瑜
伽
師
地
論
』₆₀₈c₁₈

「
更
互
和
雜
轉
義
」
参
照
の
こ
と
。

（
₁₄
） 

『
顯
揚
聖
教
論
』（N

o. ₁₆₀₂

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₅₄₆a₅‒₉ 
又
復
蘊
者
。
是
積
聚
義
。
能
善
了
知
是
積
聚
義
。
名
蘊
善
巧
。
此

積
聚
義
復
有
四
種
。
謂
多
種
義
。
總
略
義
。
共
有
轉
義
。
増
益
損
減
義
。
此
中
顯
示
諸
蘊
自
體
及
彼
障
斷
勝
利
。
是
名
蘊
善
巧
。

（
₁₅
） 

前
註
₁₂
『
辯
中
邊
論
』₄₇₀b₉‒₁₀

「
二
總
略
義
」
参
照
の
こ
と
。
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（
₁₆
） 

世
親
造 

玄
奘
譯
『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』（N

o. ₁₅₅₈

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
九
巻₁a₂₉‒₁b₁

〝
對
法
藏
論
我
當
説
（
第
一
偈
ｄ
句
）〞

者
教
誡
學
徒
故
稱
爲
論
。

（
₁₇
） 
最
勝
子
造 

玄
奘
譯
『
瑜
伽
師
地
論
釋
』（N

o. ₁₅₈₀

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
巻₈₈₅a₃‒₄ 

問
答
決
擇
諸
法
性
相
故
名
爲
論
。

（
₁₈
） 
湛
慧
撰
『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
指
要
鈔
』（N

o. ₂₂₅₀

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
六
十
三
巻₈₂₁c₃‒₆ 

俱
舍
釋
言
。
教
誡
學
徒
故
稱
爲
論
。
即
以

法
義
ヲ
以
教
授
誡
勗
釋
論
名
也
。
初
依
法
名
。
後
依
人
稱
。
樞
要
云
。
最
勝
子
解
依
智
辨
諸
法
故
。
俱
舍
依
悲
利
衆
生
故
。
ま
た
は
、
以
下
参
照

の
こ
と
。
湛
慧
撰
『
成
唯
識
論
述
記
集
成
編
』（N

o. ₂₂₆₆

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
六
十
七
巻₂₂b₁₉‒₂₆ 

對
法
論
述
記
一
本
二
十
一
云
。
最
勝

子
等
解
論
名
云
。
問
答
決
釋
諸
法
性
相
故
名
爲
論
。
此
意
釋
言
。
假
興
賓
主
研
究
甚
深
諸
法
性
相
宣
暢
宗
要
立
以
論
名
。
俱
舍
釋
言
。
敎
誡
學
徒

故
稱
以
論
。
卽
以
法
義
敎
授
誡
勗
釋
論
名
也
。
初
依
法
名
。
後
依
人
稱
。
樞
要
云
。
最
勝
子
解
依
智
辨
諸
法
故
。
俱
舍
依
悲
利
衆
生
故
。

（
₁₉
） 

前
註
₁₈
参
照
の
こ
と
。

（
₂₀
） 

世
親
造 

玄
奘
譯
『
攝
大
乘
論
釋
』『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（N

o. ₁₅₉₇

）
第
三
十
一
巻₃₂₁c₄‒₅ 

爲
簡
聲
聞
阿
毘
達
磨
復
擧
大
乘
。

（
₂₁
） 

窺
基
撰
『
成
唯
識
論
掌
中
樞
要
（N

o. ₁₈₃₁

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
三
巻₆₀₈c

参
照
の
こ
と
。

（
₂₂
） 

世
親
造 

玄
奘
譯
『
唯
識
三
十
論
頌
』（N

o. ₁₅₈₆

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₆₀a₂₈ 

彼
依
識
所
變
（
第
一
偈
）

（
₂₃
） 

成
唯
識
論
掌
中
樞
要
（N

o. ₁₈₃₁
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
三
巻₆₀₉c₂₀‒₂₂ 

何
故
但
名
成
唯
識
論
。
答
。
從
初
所
明
爲
名
。
彼
依
識
所

變
故
。
如
瑜
伽
論
。

（
₂₄
） 

最
勝
子
造 

玄
奘
譯
『
瑜
伽
師
地
論
釋
』（N

o. ₁₅₈₀

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
巻₈₈₅a₁₂‒₁₃ 

此
論
既
有
如
是
五
分
。
何
故
但
名
瑜
伽
師
地
。

（
₂₅
） 

世
親
造 

玄
奘
譯
『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』（N

o. ₁₅₅₈

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
九
巻₅b₁‒₈ 

由
蘊
等
門
作
三
種
説
。
頌
曰
。

 

　
　
愚
根
樂
三
故
　
説
蘊
處
界
三
（
第
二
十
偈
ｃ
ｄ
句
）

 

論
曰
。
所
化
有
情
有
三
品
故
。
世
尊
爲
説
蘊
等
三
門
。
傳
説
有
情
愚
有
三
種
。
或
愚
心
所
總
執
爲
我
或
唯
愚
色
或
愚
色
心
。
根
亦
有
三
。
謂
利
中

鈍
。
樂
亦
三
種
。
謂
樂
略
中
及
廣
文
故
。
如
其
次
第
世
尊
爲
説
蘊
處
界
三
。

（
₂₆
） 

慧
沼
撰
『
大
乗
法
苑
義
林
章
補
闕
』（N

o. ₈₈₂

）『
卍
新
纂
大
日
本
續
藏
經
』
第
五
十
五
冊₁₂₉c₉ 

以
下
「
三
科
章
」
参
照
の
こ
と
。

（
₂₇
） 

『
大
乗
五
蘊
論
』₈₄₈b₅ 

参
照
。

（
₂₈
） 

宋
・
元
・
明
・
宮
内
省
図
書
寮
本
に
は
「
唐
三
蔵
法
師
」
と
あ
り
、
他
の
諸
本
は
唐
の
字
を
欠
く
。『
大
乗
五
蘊
論
』（N

o. ₁₆₁₂

）『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₈₄₈b

註
６
参
照
の
こ
と
。

（
₂₉
） 

智
昇
撰
『
開
元
釋
教
録
／
附
、
入
藏
目
録
』（N

o. ₂₁₅₄

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻₅₅₆c₂₂‒₂₃ 

大
乘
五
蘊
論
一
卷
〈
見
内
典
録
世

親
菩
薩
造
第
二
出
與
五
陰
論
同
本
貞
觀
二
十
一
年
二
月
二
十
四
日
於
弘
福
寺
翻
經
院
譯
沙
門
大
乘
光
等
筆
受
〉
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（
₃₀
） 

『
大
乗
五
蘊
論
』₈₄₈b₇ 

参
照
。

（
₃₁
） 

窺
基
撰
『
成
唯
識
論
掌
中
樞
要
』（N

o. ₁₈₃₁

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
三
巻₆₁₂b₁₈‒₁₉ 

諸
經
論
中
。
或
唯
有
正
宗
無
序
・
流
通
。
如

瑜
伽
等
。

（
₃₂
） 
「
五
蘊
論
ヲ
説
ク
」
と
あ
る
の
を
「
五
蘊
ヲ
説
ク
」
と
訂
正
す
べ
き
か
。
安
慧
造 

地
婆
訶
羅
譯
『
大
乘
廣
五
蘊
論
』（N

o. ₁₆₁₃

）『
大
正
新
脩
大

蔵
経
』
第
三
十
一
巻₈₅₀c₁₉ 

佛
説
五
蘊
。

（
₃₃
） 

窺
基
記
『
異
部
宗
輪
論
疏
述
記
』（N

o. ₈₄₄

）『
卍
新
纂
大
日
本
續
藏
經
』
第
五
十
三
冊₅₇₁a₁₃‒₁₆ 

佛
薄
伽
梵
。
述
曰
自
下
第
二
明
本
教
主
後

諸
弟
子
諍
佛
之
教
非
諸
外
道
故
稱
教
主
佛
如
前
釋
薄
伽
梵
者
能
破
四
魔
具
抱
六
徳
名
薄
伽
梵
。

（
₃₄
） 

無
性
造 

玄
奘
譯
『
攝
大
乘
論
釋
』（N

o. ₁₅₉₈

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₃₈₀b₁₈‒₂₀ 

薄
伽
梵
者
。
破
諸
魔
故
。
能
破
四
種
大
魔
怨

故
。
名
薄
伽
梵
。
四
種
魔
者
。
一
者
煩
惱
魔
。
二
者
蘊
魔
。
三
者
天
魔
。
四
者
死
魔
。
／₃₈₀b₂₄ 

能
破
如
是
四
大
魔
故
。
名
薄
伽
梵
。

（
₃₅
） 

親
光
（
等
）
造 

玄
奘
譯
『
佛
地
經
論
』（N

o. ₁₅₃₀

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
六
巻₂₉₂a₂₄‒₂₆ 

薄
伽
梵
者
。
謂
薄
伽
聲
依
六
義
轉
。
一

自
在
義
。
二
熾
盛
義
。
三
端
嚴
義
。
四
名
稱
義
。
五
吉
祥
義
。
六
尊
貴
義
。
ま
た
『
佛
地
經
論
』
の
こ
れ
以
降
の
「
薄
伽
梵
」
に
つ
い
て
の
六
つ

の
説
明
を
も
参
照
の
こ
と
。

（
₃₆
） 

窺
基
撰
『
妙
法
蓮
華
經
玄
賛
』（N
o. ₁₇₂₃

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
四
巻₆₉₀a₂₆‒b₆ 

如
佛
地
論
頌
。〝
自
在
熾
盛
與
端
嚴
名
稱
吉
祥
及

尊
貴
〞
具
足
如
是
諸
六
義
。
應
知
總
名
爲
薄
伽
薄
伽
者
聲
也
。
梵
謂
具
徳
。
若
有
爲
此
薄
伽
聲
自
能
破
四
魔
。
必
具
六
徳
。
一
自
在
義
永
不
繫
屬

諸
煩
惱
故
。
二
熾
盛
義
炎
猛
智
火
所
燒
練
故
。
三
端
嚴
義
三
十
二
相
等
所
莊
嚴
故
。
四
名
稱
義
佛
之
勝
名
無
不
知
故
。
五
吉
祥
義
恒
起
方
便
利
有

情
故
。
六
尊
貴
義
世
出
世
間
咸
尊
重
故
。
今
名
世
尊
闕
前
五
。

（
₃₇
） 

天
親
造 

玄
奘
譯
『
大
乘
百
法
明
門
論
』（N

o. ₁₆₁₄
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₈₅₅b₁₅‒₁₈ 

如
世
尊
言
。
一
切
法
無
我
。
何
等
一
切

法
。
云
何
爲
無
我
。
一
切
法
者
。
略
有
五
種
。
一
者
心
法
。
二
者
心
所
有
法
。
三
者
色
法
。
四
者
心
不
相
應
行
法
。
五
者
無
爲
法
。

（
₃₈
） 

世
親
造 

玄
奘
譯
『
攝
大
乘
論
釋
』（N

o. ₁₅₉₇

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻₃₂₁b₂₇‒₂₈ 

若
離
擧
阿
毘
達
磨
大
乘
經
言
。
則
不
了
知
論

是
聖
教
爲
此
義
故
。

（
₃₉
） 

世
友
造 

玄
奘
譯
『
異
部
宗
輪
論
』（N

o. ₂₀₃₁

）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
九
巻₁₅a₁₇ 

如
是
傳
聞
。
佛
薄
伽
梵
般
涅
槃
後
。
…
…
以
下
略
。

（
₄₀
） 

前
註
₃₃ 

窺
基
記
『
異
部
宗
輪
論
疏
述
記
』「
非
諸
外
道
故
稱
教
主
」
参
照
の
こ
と
。

 

（
大
谷
大
学
准
教
授
　
仏
教
学
）

 
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
瑜
伽
行
唯
識
学
派
、
法
相
宗
、
世
親




